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ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る
職
業
教
育

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
干
葉
セ
ン
タ
ー
機
械
系
講
師

一
　
は
じ
め
に

　
平
成
一
八
年
一
月
一
一
日
か
ら
二
月
二
五
日

ま
で
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
よ
り
、

短
期
派
遣
専
門
家
と
し
て
ブ
ー
タ
ン
労
働
人
材

省
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
派
遣
の
目
的
は
、
同

省
人
材
局
が
運
営
す
る
職
業
訓
練
校
の
運
営
状

況
や
指
導
の
実
態
を
調
査
し
、
主
に
指
導
員
に

対
す
る
指
導
技
術
の
向
上
に
関
す
る
支
援
の
あ

り
方
を
提
案
す
る
こ
と
で
し
た
。

ニ
　
ブ
ー
タ
ン
と
は

　
ブ
ー
タ
ン
の
国
土
は
九
州
の
Ｉ
・
一
倍
の
広

さ
で
、
北
は
中
国
、
南
は
イ
ン
ド
と
い
う
大
国

に
は
さ
ま
れ
た
内
陸
国
で
す
。
人
目
は
、
僅
か

約
七
五
万
二
七
〇
〇
人
（
二
〇
〇
四
年
、
ブ
ー

タ
ン
政
府
資
料
）
で
、
私
が
暮
ら
す
千
葉
市
の

人
口
約
九
〇
万
人
よ
り
も
少
な
い
、
小
さ
な
仏

教
王
国
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
と
い
う
国
、
そ
し
て
Ｔ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
い
う
団
体
名
称
が
、
一
般
国
民
に
ま
で
広
く

浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
丁
几
六
四
年
か
ら
一
九
九
二
年
の
二
八
年

間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
農
業
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
西
岡
京
治
氏
の
功
績
が
人
き
く
、
野
菜
を

食
べ
る
習
慣
の
な
か
っ
た
国
に
も
か
か
わ
ら
ず

今
で
は
多
く
の
野
菜
や
果
物
が
普
及
し
、
中
に

は
輸
出
で
き
る
農
産
物
も
あ
り
ま
す
。
西
岡
氏

は
一
九
八
〇
年
に
国
王
か
ら
ダ
シ
ョ
ー
（
貴

族
・
政
府
高
官
な
ど
に
贈
ら
れ
る
爵
位
）
の
称

号
を
与
え
ら
れ
、
一
九
九
二
年
に
逝
去
さ
れ
た

時
に
は
国
葬
ま
で
執
り
行
わ
れ
た
ほ
ど
で
、
今

で
も
「
ブ
ー
タ
ン
農
業
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い

毎週金曜日から日曜日､首都ﾃｨﾝﾌﾟｰに立つ市場で多くの野菜類が売られる

久
米
　
篤
憲

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
に
よ

る
専
門
家
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
な
ど
の
活
躍

も
あ
っ
て
、
今
日
の
き
わ
め
て
友
好
的
な
二
国

間
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

三
　
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る

　
経
済
発
展
の
課
題

　
農
業
従
事
者
が
ハ
割
を
超
え
る
ブ
ー
タ
ン

は
、
製
造
業
な
ど
の
育
成
が
き
わ
め
て
遅
れ
て

い
ま
す
。
本
来
、
農
業
そ
の
も
の
は
個
人
農
家

が
ほ
と
ん
ど
で
、
人
を
雇
用
す
る
と
か
経
営
と

い
っ
た
経
験
も
乏
し
く
、
製
造
業
育
成
へ
の
転

換
を
難
し
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
山
岳
地
域
と
い
う
地
理
的
条
件
で
は

農
地
而
積
も
限
ら
れ
て
い
る
上
に
、
農
産
物
や

生
活
物
資
を
輸
送
す
る
た
め
の
道
路
網
整
備
も

大
き
く
遅
れ
、
農
林
業
以
外
の
産
業
育
成
を
阻

害
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
私
た
ち
が
用
い
る
「
職
業
訓
練
の
ニ

ー
ズ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
「
地
域
の
産
業
界

や
企
業
が
必
要
と
す
る
技
術
や
技
能
を
所
有
す

る
人
材
を
育
成
し
て
供
給
す
る
」
と
い
う
イ
メ

ヽ
‐
‐
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
す
が
、
ブ
ー
タ
ン

の
場
合
「
雇
用
し
て
く
れ
る
民
間
企
業
が
育
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
「
人
材

の
需
要
と
供
給
」
と
い
う
視
点
で
の
訓
練
ニ
ー

ズ
よ
り
も
、
「
増
加
す
る
若
年
層
の
雇
用
機
会

拡
大
」
い
う
社
会
現
象
の
対
策
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
訓
練
ニ
ー
ズ
な
の
で
す
。

四
　
職
業
訓
練
の
ニ
ー
ズ

　
ブ
ー
タ
ン
の
教
育
は
、
就
学
前
教
育
（
一
年

間
）
か
ら
六
年
生
ま
で
の
初
等
教
育
と
、
七
～

ハ
学
年
の
前
期
中
等
教
育
、
九
～
一
〇
学
年
の

中
期
中
等
教
育
、
一
一
～
コ
ー
学
年
の
後
期
中

等
教
育
、
そ
の
後
の
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
〇
六
年
度
の
Ｉ
〇
学
年
の
生
徒
数
は
七

〇
三
二
名
で
、
そ
の
う
ち
の
六
三
三
八
名
が
中

期
中
等
教
育
終
了
試
験
に
合
格
し
、
五
五
五
名

が
不
合
格
、
一
三
九
名
は
受
験
し
て
い
な
い
と

い
う
数
字
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
を
二
四
ぺ
Ｌ
ン
の
図
１
に
示
し
ま
す
。

　
合
格
し
た
六
三
三
八
名
の
中
か
ら
二
七
六
四

名
が
公
立
高
校
受
験
資
格
を
取
得
し
、
そ
の
他

の
三
五
三
二
名
は
公
立
高
校
以
外
の
私
立
高
校

や
職
業
訓
練
に
進
学
、
そ
の
他
は
就
職
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
人
材
局
参
加
の
訓
練
施
設
は
七
ケ
所

が
運
営
さ
れ
て
お
り
、
年
間
約
一
四
〇
〇
名
の

中
等
教
育
修
ｒ
者
を
訓
練
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
今
の
と
こ
ろ
高
校
進
学
と
職
業
訓
練
受
講
者

が
全
体
の
五
九
・
二
％
と
い
う
高
い
割
合
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
二
〇
て
二
年
に
は
Ｉ
〇
学
年

の
生
徒
数
が
二
〇
〇
六
年
の
約
二
倍
に
膨
ら
む

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇

二
年
七
月
か
ら
始
ま
っ
た
ブ
ー
タ
ン
政
府
の
第
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図１　訓練受講対象者

九
次
五
ヵ
年
計
画
（
中
期
国
家
開
発
壮
言
に

は
、
「
職
業
教
育
に
お
け
る
制
度
的
枠
組
み
の

強
化
」
や
「
職
業
教
育
の
拡
大
お
よ
び
組
織
能

力
の
改
善
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
具

体
的
に
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
か
ら
始
ま
る
第

一
〇
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
、
現
在
八
ケ
所
の
職

業
訓
練
施
設
を
二
〇
ケ
所
ま
で
拡
大
す
る
計
画

案
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
　
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る

　
職
業
訓
練
の
実
態

（
１
）
伝
統
手
工
芸
学
院

　
人
材
局
が
運
営
す
る
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
現
在

七
ケ
所
で
す
。
そ
の
う
ち
の
ニ
ケ
所
は
伝
統
手

工
芸
学
院
と
呼
ば
れ
る
施
設
で
、
仏
教
絵
画
や

木
工
製
品
、
版
画
や
人
形
な
ど
の
手
工
芸
品
、

織
物
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ニ
ケ
所
の
セ
ン
タ
ー
ー
は
伝
統
工
芸
の
後

継
者
育
成
と
い
う
目
的
に
加
え
て
、
文
化
財
保

護
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ブ
ー
タ
ン
で
は
お
寺
の
他
に
、
一
般
の
住
宅

で
さ
え
外
壁
や
内
壁
に
は
様
々
な
仏
教
團
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仏
教
様
式
の
文
化
や
伝

統
を
継
承
し
て
い
く
の
が
、
こ
の
訓
練
施
設
の

訓
練
ニ
ー
ズ
な
の
で
し
ょ
う
。
訓
練
生
た
ち
が

教
材
と
し
て
実
際
に
製
作
し
た
も
の
は
販
売
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
訓
練
コ
ー
ス
が
四
年
か
ら
六
年
と
長

期
間
に
及
ぶ
こ
と
で
、
終
ｒ
時
に
は
か
な
り
の

ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

6年間の絵画訓練コース訓練生による実習風景

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
設
備
投
資
が
容
易
な

こ
と
も
あ
っ
て
訓
練
終
丁
と
同
時
に
起
業
す
る

者
も
多
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ニ
ケ
所
の
訓
練
施
設
に
関
し
て
は
、
比

較
的
順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
手
工
具
だ
け
の
技
能
で
は

技
能
習
得
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
簡

単
な
機
械
を
訓
練
に
導
入
す
る
こ
と
で
そ
の
問

題
を
解
消
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ボ

ー
ル
盤
に
よ
る
穴
あ
け
や
木
工
用
ジ
グ
ソ
ー

（
縦
型
鋸
盤
）
を
訓
練
に
導
入
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
錐
や
懲
（
の
み
）
で
課
題
製
作
に
多
く
の

時
間
を
費
や
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
か
な
り
の

訓
練
時
間
の
短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
「
改
善
」
と
「
伝
統
技
能
の

継
承
」
の
調
和
が
何
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

（
２
）
職
業
訓
練
校
の
現
状

ランジュン訓練校の電気・電子訓練科の仮設実習場

ランジュン訓練校の新校舎(右奥が学生寮、手前が実習棟)

　
ブ
ー
タ
ン
の
職
業
訓
練
は
ド
ン
ボ
ス
コ
と
い

う
団
体
が
開
始
し
、
そ
こ
に
一
九
九
〇
年
に
ド

イ
ツ
政
府
か
ら
の
援
助
で
機
材
供
与
な
ど
が
始

ま
り
「
王
立
技
術
専
門
学
校
」
と
し
て
再
開

し
、
二
〇
〇
三
年
に
人
材
局
が
設
立
さ
れ
る
ま

で
続
き
ま
し
た
。

　
人
材
局
が
運
営
す
る
一
般
の
職
業
訓
練
施
設

は
五
ケ
所
で
す
。
実
際
に
運
営
さ
れ
て
い
る
施

設
も
最
初
に
開
設
さ
れ
た
も
の
が
二
〇
〇
一
年

で
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
に
三
施
設
、
二
〇

〇
六
年
に
一
施
設
、
二
〇
〇
七
年
開
校
を
目
指

し
て
一
施
設
が
準
備
中
で
す
。
ま
さ
し
く
職
業

訓
練
の
歴
史
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
現
在
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
五
ケ
所
の
施

設
を
視
察
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
設
備
や
機
材

の
不
足
で
す
。
中
に
は
被
災
地
の
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
よ
う
な
施
設
が
ニ
ケ
所
あ
り
ま
す
が
、
二

〇
〇
三
年
か
ら
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
援
助
で
訓

練
施
設
建
設
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
し
た
。
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（
３
）
職
業
訓
練
が
直
面
し
て
い
る
課
題

①
　
訓
練
機
材
不
足

　
現
在
五
施
設
で
整
備
さ
れ
て
い
る
訓
練
機
材

は
、
一
九
九
〇
年
に
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
供
与
さ

れ
た
も
の
を
、
こ
れ
ら
の
訓
練
校
で
分
配
し
て

利
用
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、
問
題
は
深
刻
で

す
。

②
　
指
導
員
の
資
質
が
低
い

　
下
の
写
真
は
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
に
あ
る
建
設

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
溶
接
実
習
場
の
様
子
で
す
。

二
名
の
訓
練
生
が
作
業
中
で
す
が
、
テ
ン
ト
屋

根
の
ド
に
老
朽
化
し
た
ア
ー
ク
溶
接
機
や
機
材

が
散
乱
し
て
い
ま
す
。
作
業
ス
ベ
ー
ス
や
通
路

の
確
保
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
無
秩
序
で
不
安

全
な
訓
練
環
境
は
指
導
員
の
資
質
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
決
し
て
指
導
員
を
責
め
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
職
業
訓
練
の
歴
史
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
指
導

員
が
経
験
不
足
な
の
で
す
。
ち
な
み
に
私
が
所

属
す
る
千
葉
セ
ン
タ
ー
を
定
年
退
職
さ
れ
た
先

輩
に
、
私
の
生
年
月
日
と
同
じ
日
に
指
導
員
に

採
用
さ
れ
た
方
が
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
先
輩
方
の
背
中
を
見
な
が
ら
育
っ
て
き

ま
し
た
。
職
業
訓
練
指
導
員
に
求
め
ら
れ
る
能

力
や
資
質
は
、
専
門
分
野
に
お
け
る
専
門
的
技

量
を
有
し
、
そ
の
専
門
分
野
で
指
導
す
る
技
術

を
有
し
、
受
講
者
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
激
励
す

る
姿
勢
や
態
度
が
取
れ
る
こ
と
で
す
。
ブ
ー
ー
タ

ン
の
指
導
員
に
も
っ
と
も
必
要
な
の
は
、
こ
の

「
専
門
性
・
指
導
技
術
・
望
ま
し
い
態
度
」
の

三
点
を
見
せ
ら
れ
る
優
秀
な
訓
練
指
導
員
の
存
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霞設|||綴センターの溶接実習埴(機豺不足よりも整理･整頓の指穏が気になる)

在
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

③
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
材
の
未
整
備

　
人
材
局
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｄ
（
S
k
1
1
1
s

T
r
a
i
n
j
n
g

Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
ｌ
）
芯
匠
ｏ
已
と
い
う
部
署
が
設
け

ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
を
整
備
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
前
記
の
訓
練
環
境
や
指
導
員
の

資
質
で
は
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

六
　
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る

　
今
後
の
職
業
訓
練
運
営

　
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
見
解
と
し
て
、
ブ
ー
ー

タ
ン
に
お
け
る
職
業
訓
練
の
あ
り
方
を
模
索
し

て
み
ま
す
。
す
で
に
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の
国

で
職
業
訓
練
の
発
展
を
阻
害
す
る
要
素
は
、
国

に
産
業
が
育
っ
て
い
な
い
の
で
雇
用
主
が
き
わ

め
て
少
な
い
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
職
業
訓

練
で
優
秀
な
実
践
的
技
術
者
や
技
能
者
を
育
成

し
て
も
、
彼
ら
の
雇
用
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
は
国
営
の
電
力
会
社
や
電
話
会

社
が
訓
練
修
了
者
の
ほ
と
ん
ど
を
雇
用
し
て
い

ま
す
が
、
数
年
後
に
は
そ
れ
も
期
待
で
き
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
職
業
訓
練
は
従
来
の
形
態
を
破

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
現
の
可
能
性
は
無
視

し
て
書
き
ま
す
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
定
年
し
た
ば

か
り
の
団
塊
世
代
の
人
材
を
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
ブ
ー
タ
ン
に
派
遣
し
、
モ
デ
ル
工

場
を
創
業
し
ま
す
。
そ
の
工
場
で
は
各
種
生
活

必
需
品
や
農
機
具
、
建
設
機
具
な
ど
を
開
発
、

生
産
し
ま
す
。
当
初
は
日
本
政
府
な
ど
が
支
援

す
る
橋
梁
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
機
材
や

消
耗
品
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
顧
客
確
保
が
必

要
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
工
場
の
従
業
員
は
職
業
訓
練
校
の
指
導

員
や
訓
練
生
た
ち
で
す
。
訓
練
は
二
年
間
で
、

一
年
目
は
金
属
加
工
や
電
気
な
ど
の
基
礎
を
徹

底
し
て
指
導
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
日
本
の
職
業

訓
練
指
導
員
経
験
者
が
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
と
、
指
導
技
術
や
教
材
作

成
で
お
手
本
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
年

ロ
に
は
日
本
人
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
指
導

員
や
訓
練
生
た
ち
が
製
品
加
工
に
集
中
し
ま

す
。
こ
こ
が
。
モ
ノ
づ
く
り
達
人
た
ち
タ
の
背

中
を
見
せ
る
場
面
で
す
。
二
年
間
の
訓
練
が
終

了
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
訓
練
生
が
就
職
す
る
の

で
す
が
、
希
望
者
に
は
三
年
口
の
訓
練
を
準
備

し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
企
業
化
育
成
コ
ー
ス
で
見

積
も
り
や
経
理
事
務
、
設
計
な
ど
を
訓
練
し
、

小
規
模
融
資
制
度
を
利
用
し
て
起
業
を
支
援
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
日
本
流
「
の
れ
ん
分
け
」
を

取
り
入
れ
、
顧
客
や
下
請
け
作
業
を
提
供
し
、

企
業
経
営
を
支
援
し
ま
す
。

　
開
発
さ
れ
た
製
品
は
図
面
化
す
る
と
同
時
に

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
し
、
訓
練
指
導
案
や
作
業

クルタン訓練校の訓練生たちと記念の一枚(左端が筆者)

手
順
書
な
ど
の
教
材
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
一
連
の
作
業
は
、
優
秀
な
訓
練
生
を
指
導

員
と
し
て
育
成
す
る
た
め
に
四
年
目
の
訓
練
と

し
て
組
み
込
み
ま
す
。
結
果
、
二
年
間
は
日
本

人
技
術
者
の
背
中
を
見
な
が
ら
モ
ノ
づ
く
り
を

習
得
し
、
三
年
口
に
は
起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
四

年
目
に
は
指
導
員
の
実
務
を
経
験
し
た
人
材
群

が
養
成
さ
れ
る
の
で
す
。

　
二
〇
〇
七
年
七
月
か
ら
始
ま
る
第
一
〇
次
五

ヵ
年
開
発
計
画
で
は
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
現
在

の
二
倍
も
増
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
機
材
不

足
、
指
導
員
不
足
を
こ
の
短
期
間
で
ど
の
よ
う

に
解
決
す
る
の
か
、
大
き
な
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
は
夢
物
語
の
よ

う
で
す
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
五
ヵ
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
た
く
さ
ん
の
訓
練
生
を
指
導
す
る
中
か

ら
、
介
計
一
〇
〇
名
の
起
草
家
や
指
導
員
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
口
七
五
万
人
の
ブ

ー
タ
ン
の
Ｉ
〇
年
後
に
は
大
き
な
成
果
を
も
た

ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
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